
このたびの令和8年熊本地震により被災された皆さまに、心よりお見舞い申し上げます。
今なお不安やご不便を抱えておられる皆さまに、一日も早く平穏な日常が戻りますことを願っております。
また、今年も厳しい暑さが続いております。皆さまにおかれましては、くれぐれも体調に留意され、お過ごしください。

日頃より、地域の皆さまから貴重なご意見をお寄せいただき、また、私の議会活動にご理解とご支援を賜り、心より感
謝申し上げます。日頃の感謝の気持ちを込めて、「市政報告12号」を作成いたしました。本号では、令和8年第3回
定例会で行う一般質問の主な内容をご紹介しています。

皆さまからいただいた声を市政に届け、地域の課題解決とより良い熊本市の実現に向け、引き続き取り組んでまいりま
す。これからも、どうぞお気軽にお声をお寄せください。

令和 8年 8月 Vol.12

松川善範事務所

〒861-0136
熊本市北区植木町岩野266-5 柚井ビル2-201

（ホームページ＝https://matsukawa-y.com）

所属（市議会）

経済委員会 ／地域公共交通に関する特別委員会

予算決算委員会／山鹿植木広域行政事務組合議会議員

Facebookのご登録について

Instagramのご登録について

Instagramの「 検索」でアカウント名

yoshinori_matsukawaを検索し、フォローください

Facebookの「友達を検索」で松川善範を検索し、

友達リクエストをしてください

松川 善範

令和8年 第3回定例会
熊本市議会本会議で一般質問を予定

令和8年9月8日（火）午前10時から、熊本市議会本会議場で一般質問を行います。

今回は、「多核連携都市にふさわしい行政のあり方」と「大規模災害に強い行政体制」をテーマに、
3つの視点から質問します。行政機能の分散と区役所の機能強化、行政機能のリスク分散、そして
ドローンを活用した災害情報の一元化と市民への情報提供について、市長及び市の考えを伺います。

1

行政機能の分散と区役所の機能強化

熊本市が掲げる「多核連携都市」は、
中心市街地だけに都市機能を集中
させず、地域拠点に必要な機能を確
保し、住み慣れた地域で安心して暮
らせる都市を目指すものです。
私は、この理念を都市計画や公共交
通だけでなく、行政サービスの提供体
制にも反映させる必要があると考えま
す。本庁が全市的な政策立案や財
政調整などを担う一方、地域に身近
な行政サービスは、区役所が地域の
実情に応じて判断・対応できる体制
を整えることが重要です。
そこで、区長の権限・予算・人員を拡
充し、区役所を地域行政の実行拠
点として強化することを提案します。
また、道路維持補修など地域に身近
な課題について、区役所や土木セン
ターが地域特性を踏まえ、より迅速に
対応できる仕組みについて考えを問
います。

3

情報で命を守る

ドローンを活用した災害情報の一元化

2

災害に強い行政へ

行政機能のリスク分散と相互補完

大規模災害では、行政自身も被災
することを前提に、行政機能をいかに
継続するかを考える必要があります。
本庁舎の耐震性や非常用電源、通
信設備などを強化することは重要です
が、一つの拠点に行政機能を集中さ
せることには、災害時に市全体の機
能低下につながるリスクがあります。
そこで、本庁舎を災害対策本部など
を担う中枢拠点としながら、各区役
所にも一定の職員、非常用電源、防
災資機材、通信手段などを配置し、
本庁舎やいずれかの区役所が被災し
た場合には、他の拠点が行政機能を
補完できる体制を提案します。
「集中による効率性」と「分散による強
靱性」を両立させ、平時には市民に
身近な行政、災害時には相互に支
え合う「防災・減災型の多核連携都
市」について見解を伺います。

大規模災害の発生直後は、道路の
寸断や浸水、土砂災害、通信障害
などにより、行政が最も情報を必要と
する時に、被害状況を把握できない
「情報の空白」が生じる可能性があり
ます。そこで、ドローンを活用し、道路
の崩落・寸断、河川の氾濫、土砂災
害、建物被害などを迅速に把握する
とともに、道路・交通、河川、避難所、
消防、停電・断水などのライフライン、
公共交通の情報を一元化する「災害
情報プラットフォーム」の構築を提案し
ます。さらに、市民がスマートフォンなど
から一つの入口にアクセスし、通行止
め、冠水、避難所の開設・混雑状況
など、地域の災害情報を地図上で確
認できる仕組みも必要です。
災害時の情報提供を単なる「広報」
ではなく、人命を守る「防災インフラ」と
して位置付け、情報の収集から市民
への発信までを一体的に行う体制に
ついて考えを問います。

▲熊本市議会本会議場

地域に身近な行政へ
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